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愛知県立大学国際関係学科�

◆ 2019年9月2日（月）~12月19日（木）の16週間にわたり、文部科学
省のミュージアム「情報ひろば」で、愛知県立大学外国語学部国際関係学科の
学生たちによる公開写真展が開催されました。この期間中、計53の国・地域
で撮影された、計141点の写真作品が会場を飾りました。�

◆ また、会期中の11月1日（金）には、同ミュージアムで公開シンポジウム
「アクティブ・ラーニング教育実践の10年: 愛知県立大学国際関係学科の挑
戦」が開催され、写真展とあわせて、本学におけるフィールドワーク実習など
の教育実績が全国に向けて発信されました。文部科学省における企画展示は、
好評のうちに閉幕しました。�

◆ 今回の学内企画では、文部科学省に出展された作品のうち、今年度の新作
写真パネル111点のすべてを、東京・霞が関から長久手キャンパスに移設し
て展示しています。�

◆ いずれも、国際関係学科の学生や卒業生、教員が、アジア、アフリカ、
ヨーロッパ、北米、中南米、オセアニアの38の国・地域で自ら撮影してきた
写真です。グローバル化する世界のいまを活写する学生たちの美しく迫力ある
成果の数かずを、会場でお楽しみください。�
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期間：2019年12月24日（火）~2020年1月14日（火）�

会場：愛知県立大学長久手キャンパス H棟 地下ホール�

公開開催、観覧自由�


